




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































欧州各国の図瞥館･美術館･博物館等所蔵の「日本の和装本」の書誌･所在情報デー タベー ス（ケンブリッジ大学のピー ター ・





















































データベース名 種類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 合計3月
(1)図書・雑誌所蔵目録(OPAC) 検索件数(h) 36.402 65.914 63.233 58.619 60.949 66.144 69.026 73.916 87,772 118.843 36.588 33.411 770.817
(2)国文学論文目録データベース 検索件数(i) 60.336 80.992 87.609 82.580 60.388 69,733 87.028 91.420 80106 70.426 39.824 33.686 844,128
(3)日本古典籍総合目録 検索件数(i) 35.60］ 45,852 52148 44,434 46.673 52.689 60,114 6012］ 52,804 50,229 49,607 50.278 600‘550
(4)マイクロ／デジタル資料・和古書所蔵目録
(5)日本古典資料調査データベース
検索件数(i) 5.414 7.742 7,661 7,215 8.685 7.261 6.673 7.285 7.196 8.060 11,822 7,921 92,935





検索件数(i) 1.534 1.847 1.536 1.412 1.872 1.700 1.382 887 1,459 936 1.06] 1.051 16.677
検索件数(i) 241 164 225 168 422 124 2()］ 261 270 226 224 148 2,674
検索件数(i) 118 9 11 3 325 17 46 270 562 312 348 281 2.302
(8)日本古典文学本文データベース 新規登録者数 10 17 16 16 1］ 13 23 1O 13 8 137
(2012.2.1公開休止） 検索件数(a) 1.239 3,033 2.902 2‘727 2,070 2.650 4.336 3.629 2,565 3.326 28.477
(9-1)古典選集本文データベース(二十一代集） 検索件数(1) 1,001 1,868 2.550 3,117 1,226 1.900 2.030 2.574 2.469 2.()36 2,401 2,772 25.9“
(9-2)古典選集本文データベース(絵入源氏物語） 検索件数(i) 124 144 38(） 492 86 143 189 189 212 342 969 899 4.169
(9-3)古典選集本文データベース(吾妻鏡） 検索件数(i) 635 985 1185 803 581 922 1.265 1.393 1.222 2.027 1.142 987 13147




ページ閲覧数(a) 26.925 29,308 27,928 28.172 25,062 23.].8］ 24,327 16,540 12,497 11,274 10,410 11.150 246.774
検索件数(i) 1.110 1.404 1.281 1.415 1.528 946 1.505 1.163 1.006 1.475 1.378 1.698 15,909
(11)連歌・演能・雅楽データベース 検索件数(i) 212 235 211 317 238 269 328 253 28］ 31］ 457 247 3.359
(12）コーニツキー版欧州所在日本古書総合目録 検索件数(i) 68 157 144 663 150 108 159 177 101 108 141 300 2.276
(13)新奈良絵本画像データベース ページ閲覧数(a) l,343 1,810 2,929 1.686 1,313 1.738 1.768 1.378 1.480 1,971 1.609 1.389 20.414
(14)史料情報共有化データベース 検索件数(i) 2.385 2.672 2.929 2,304 2.208 1,842 2202 2,295 2.793 2.594 1.481 2.066 27.771
(15)古事類苑デー タベー ス
（テキスト版）
ページ閲覧数(a) 83.481 81.020 78.372 66.306 49.886 47.570 43.652 29.865 23.646 22.181 25,445 22.476 573.900
(全文検索版） 検索件数(i) 399 441 38］ 485 243 347 423 418 339 416 422 298 4,612










432 4.655375 229 841292 194 397検索件数(i) 328 593 464305 205
363 4.632345 345 393 447382 379 347利用回数(i) 346482 432 371
2.305200 181 154193 185158 136 2"検索件数(i) 266 229193 2()6
3.733169 612 283309 371304 266検索件数(i) 255 407 291230 236
1,36098 92122 110 71149 106検索件数(i) 184 9882 135 113
125 2.077129 207307 176 174200 83検索件数(i) 144 224 107201
167 3.214364 259 190362 355232 302検索件数(i) 416 208 112247
69 98347 8292 71利用回数(i) 113 88 11766 110 5276
52 91374 93 9583 66 81検索件数(i) 55 5087 84 93
240 286 2.528300 186146 236 228検索件数(i) 103 179242 231151
(26)「史料所在情報・検索｣システム 68 114 1.22584 75116 103 94検索件数(i) 80 88188 12491
(簡易版）
980 016 4 2 00 31検索件数(i) 24 11 100
|(27)蔵書印デー タベー ス 1,085 1.085検索件数(i)
(2012.3.29公開）
､
|(28)所蔵機関との連携による日本古典籍デジﾀﾙ画像 489 58293ページ閲覧数(a) ー
デー タベー ス(2012.2.29公開）
(29)北米ﾛ本古典籍所蔵機関ディレクトリ 401 1.869546 311611ページ閲覧数(a)
｜（2011.12.26公開）
851 (）4 10 108 16Web受付 11 8 73 7
データベースサービスシステム総合窓口業務件数






























































































































































































































































































































































































































匡二コ平均複写数帽-金） ”ｺｰﾌﾟ9 1“､129642 121.67 10658 11ス28 134.“ 154辺 13906 119.“ 77.83 85.釦
q■■平均複写数(±） 8267 176‘75 11650 11625 94.75 11菰50 205.60 193.75 145.75 142.75 “33 42.50
-◆＝平均入館者数(月-金） 4271 37.1221.11 34.60 2658 29.ﾖ9 51.94 3744 ﾖZ13 28.86 2233 22.40






































































































































































































































開している。平成18年末に従来の｢国書基本デー タベー ス(著作編)」「古典籍総合目録デー タベー ス」
を統合し、マイクロ／デジタル資料和古書目録デー タベー スを含めた「日本古典籍総合目録」デー タ
ベー スを公開し、古典籍の書誌・所在情報を、著作及び著者の典拠情報とともに広く提供している。
(2)活動記録
下記のとおりデータ作成等を実施した。
①データソースの収集、所蔵者との連絡（書誌情報の古典籍総合目録データベース収載公開につい
ての依頼等）
②書誌データの作成（登録）約7,500件
資料11古典籍総合目録データの作成所蔵者・目録一覧
所蔵者
大阪大学附属図書館
金沢市立玉川図書館近世史料館
岐阜市歴史博物館
高梁中央図瞥館
竹田市立図替館
東海大学中央図書館
長崎県立長崎図書館
二松学舎大学図書館
二松学舎大学図書館
早稲田大学図書館
広島大学附属図書館
宮城県登米市教育委員会
龍谷大学図瞥館
龍谷大学図瞥館
合計
コレクション
西尾文庫
陶玄亭コレクション
桜井文庫ほか
吉良家蔵書
桃園文庫
長崎文庫ほか
竹清馬越文庫ほか
竹清馬越文庫ほか
上野理旧蔵書
教科書コレクション
寿庵文庫
写字台文庫ほか
写字台文庫ほか
目録
大阪大学附属図瞥館蔵和古書目録第二稿
西尾文庫目録
陶玄亭コレクション目録
高梁市立中央図書館所蔵古書分類目録
吉良家和漢蔵書目録
桃園文庫目録
長崎県立長崎図譜館古典籍目録
二松學舎大學附脇圖瞥館和書目録
二松學舎大學附腸圃書館漢籍目録
上野理旧蔵資料目録
広島大学附属図瞥館所蔵教科書コレクション画像デー
タベース目録
寿庵文庫目録
龍谷大學大宮圃瞥館和漢古典籍分類目録歴史之部
(国書）
龍谷大學大宮圃替館和漢古典籍分類目録哲学・芸能
之部
データ数
103
281
185
645
115
234
1021
1“9
278
258
224
109
1514
1048
7464
③基礎データ（典拠データ）追加・改訂
日常的に生じる追加・改訂のほか、平成23年12月から当館で維持している基礎データへの参照
がNACSIS-CATの規則に盛り込まれたことに伴い、今後外部からの質問や改訂への要望の増加が
予想されることから、それらに対応する窓口等の体制を整えた。
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【電子化推進事業】
(1)概要
古典籍総合目録業務を円滑に行うため業務用デー タベー スの開発を行った。本年度は、業務の根幹
部分である書誌入力部分の開発を行った。本開発の運用開始により、デー タ入力及び公開作業の効率
の向上が見込まれる。
(2)活動記録
①システム維持・更新
a.画像公開システムの表示速度を向上させるため、画像公開方式の変更、画像形式の一括変換
を行った。
b.業務データベース（マイクロ目録・館蔵和古書目録・古典籍総合目録で共用）の開発を昨年
度に引き続き行った。
②デジタル画像公開
a所蔵和古書のリンク作業
b.収集マイクロデジタル化の支援
C,収蔵歴史アーカイブズデータベースほか画像公開の支援
d.画像管理データベースの作成
資料12主な画像公開データベース
マイクロ／デジタル資料和古書所蔵目録
収蔵歴史アーカイブズデータベース
近代書誌・近代画像データベース
日本実業史博物館コレクション
館蔵和古書画像約5,600件
収集マイクロ画像約4900件
(デジタルを収集含む）
約2,600件
約1,600件
約7.000件
資料13古典籍デジタル画像閲覧統計（上位10件と総計）
書名（請求記号）
洛陽名所集（99：55）
隅田川両岸一覧（99：120）
節用集（99：44）
滑稽富士詣（ナ4：749）
無垢浄光大陀羅尼経（99：85）
手拭合（99：99）
赤染衛門集(12:291)
拷亭稿（87：73）
十帖源氏（12；486）
愛日楼文詩／附日光山行記（ナ8:20)
総計
※作品単位リクエスト件数を集計
件数
373
165
114
110
109
108
105
104
104
101
26,154
31
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4．学術企画連携部
i)国際交流室
【第35回国際日本文学研究集会】
日程：11月26日（土)･27日（日）
場所：大会議室
主催：国文学研究資料館
テーマ：「<場所〉の記憶一テクストと空間一」
目的：日本文学研究者による研究発表・講演・討議により、広い視野からの日本文学研究の進展
を図り、研究者相互の国際交流を深めるため、毎年度秋に開催している。
参加者：132名（外国人41名、日本人91名）
＊研究発表者等は、一般応募者の中から国際日本文学研究集会委員会の決定に基づき、主として若
手研究者を対象として選考した。
＊発表時間が25分の研究発表、発表時間が15分のショートセッション及び資料掲示による説明
コーナーでの発表（ポスターセッション）を設けている。
＊研究発表11本、ショー トセッション7本、ポスター セッション8本及び公開講演1本が行われた。
＊研究集会参加者が、開催中の特別展示「近衞家陽明文庫王朝和歌文化一千年の伝承」について
も見学できるようプログラムの調整を行った。
【国際シンポジウム等の開催】
①日本古典籍（くずし字）講習会
日程：（1）6月29日～7月1日、(2)10月25日～10月27日、(3)2月13日～2月15日
場所;(1)オクスフォード大学（連合王国)、(2)ルーヴァン大学（ベルギー王国)、
（3）チュー リッヒ大学（スイス連邦）
主催：国文学研究資料館
共催：日本関係資料専門家欧州協会(EAJRS)
目的：日本学資料専門ライブラリアンやキューレター、学生、研究者を対象に、ヨーロッパ
の各国各地の機関が現地主催機関として開催する。講師は当館教員が日本語で行い、
年1～2回開催する。
②ヨーロッパ日本研究学会第13回国際大会(13thlnternationalConferenceofEAJS)
日程：8月24日～8月27日
場所：タリン大学（エストニア共和国）
主催：ヨーロッパ日本研究学会(EAJS)
テーマ：パネル研究発表「新しい日本古典研究一データベースを使って出来ること」
目的:EAJSにおいてパネル研究発表を行うことにより、当館マイクロ資料のデジタル公開の広
報活動を行い、ヨーロッパの日本文学研究者と交流を行う。
参加者：700名（外国人500名、日本人200名）
今西祐一郎、武井協三、小林健二、中村康夫、海野圭介（他経費）
③日本文学国際共同研究集会（於イタリア）
日程：9月14日
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場所：ボローニャ大学（イタリア共和国）
主催：国文学研究資料館(AISTUGIA日程連携）
テーマ：第3回日本文学国際共同研究集会「表現様式の交流』
目的：専門的な学術発表を行うとともに、イタリア若手研究者及び大学院生の発表についてコメ
ントを述べるなど指導的発言を行うことにより、多くのイタリア日本文学研究者と交流を
深める。
参加者：30名（外国人20名、日本人10名）
武井協三、山下則子
④「日中書籍史比較研究」ワークショップ
日程：2月2日・3日
場所：国文学研究資料館、宮内庁書陵部
主催：国文学研究資料館
テーマ：古典籍の出版と流通一日中書物史の比較研究
目的：昨年度12月に中国国家図書館で開催された国際集会の成果を生かすために、中国書物史
の専門家を招鴫し、出版と流通を中心に日中両国の出版文化の比較研究を行うため開催す
る。
＊中国から国家図書館古籍館副館長の陳紅彦氏、同館員の楊照坤氏、北京大学中文系教授の劉玉才
氏及び同教授の播建国氏を招聰した。
⑤インド国際日本文学研究集会
日程：2月19日
場所：国際交流基金ニューデリー日本文化センター（インド共和国)
主催：ネルー大学（インド共和国)、〔後援〕国文学研究資料館、国際交流基金
テーマ：「日本文学研究の現在」
目的：インド共和国（デリー）を会場として開催し、日本文学に関する情報交換と研究報告を通
して、日本文学の理解を深め研究成果の共有を目指すものである。
参加者：伊藤鉄也、神作研一、山田哲好
＊平成16年度から本年度まで毎年開催（平成19年度は除<)してきたが、第7回をもって終了する。
第1回～第7回までの記録を冊子として取りまとめたものを刊行する。
[参考］
上記のほか、科学研究費等により当館教員が主導又は深く関与している国際研究集会等は次のとお
りである。また、教員個々の海外の国際学会への参加（講演・研究発表を含む）も多い。
(1)7月18日に高麗大学校日本研究センター（大韓民国）において、九州大学韓国研究センター、高
麗大学校日本研究センター 及びBK21中日言語文化教育研究団との共催で「国際研究集会mSeoul」
を開催した。また、翌日の19日に韓国国立中央図書館において第2回学術交流プログラムを開催し
た。
(2)8月8日～12日にライデン大学図書館（オランダ王国）において、国際共同研究に伴う資料調査
を人間文化研究機構の日本関連在外資料国際共同研究で行った。
(3)9月8日～9日にコレージュ・ド・フランス（フランス共和国）において、国際シンポジウム「集，
と断片一日本に於ける「類聚」という営み－」を開催した。
(4)9月16日～17日にコロンビア大学（アメリカ合衆国）において、当館とコロンビア大学の共催
33
でシンポジウム「日本の視覚文化一芸能・メディア・テクストー」を開催した。
(5)10月21日～22日にロンドン大学SOAS講堂及び大英博物館（連合王国）において、当館、九州
大学及び大英博物館の共催で「和本ワークショップ・イン・ロンドン」を開催した。
(6)11月16日～17日に韓国国立中央図書館（大韓民国）において、古典籍資料を通じての国際交流
を実施した。学術交流協定に基づき高麗大学校から大学院生2名が参加した。
(7)12月9日にアンカラ大学（トルコ共和国）において「紛争処理の文書」というテー マで国際シン
ポジウムを開催した。人間文化研究機構連携研究「9-19世紀文書資料の多元的複眼的比較研究」に
より、トルコ人研究者2名と日本人研究者2名による報告とコメントを実施した。
(8)2月27日～3月3日にライデン大学図書館（オランダ王国）において、国際共同研究に伴う資料
調査を実施。
(9)3月4日～10日にコレー ジュ・ド・フランス（フランス共和国）において、日仏共同研究のワー
クショップ及び研究会を実施予定。
(10)3月18日～21日に韓国国立中央図書館（大韓民国）において、古典籍資料を通じての国際交流
を実施予定。
【外国人研究員の招聰】
①崔京国氏
所属・職名：明知大学校・日語日文学科・教授
期間：9月1日～2月29日
参加共同研究：「近世的表現様式と知の越境一文学・芸能・絵画による総合研究一」
*ll月27日に第35回国際日本文学研究集会の公開講演において、当館客員教員として講演を行っ
た。
上記の他、外来研究員として金泰賢氏（高麗大学校日本研究センターHK研究教授）を受け入れた。
【学術交流協定による国際交流】
①高麗大学校日本研究センターと「国際研究集会mSeoul」を開催。
②コレージュ・ド・フランスと国際シンポジウム「集と断片一日本に於ける「類聚」という営み－」
を開催。
③イタリアにおける日本文学国際共同研究集会
④コロンビア大学とシンポジウム「日本の視覚文化一芸能・メディア・テクストー」を開催。
⑤ライデン大学図書館でシーポルト関係日本古典籍の共同調査。
⑥高麗大学校の大学院生2名と、韓国国立中央図書館において古典籍資料を通じて交流を図った。
⑦高麗大学校日本研究センターとの学術交流協定に基づき外来研究員として1名受け入れた。
ii)展示企画室
【展示】
①研究展示「近世の和歌御会二○○年一久世家文書にみる公家の文事一」
概要:公募型共同研究「久世家文書の総合的研究」（平成21年度～平成23年度研究代表者：日
下幸男（龍谷大学教授)）による研究成果の一部として、当館蔵及び龍谷大学日下幸男研
究室蔵の古文書・典籍を中心とした近世公家社会と文学（主として和歌）についての展示
を行った。
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日程：平成23年5月23日（月）～6月24日（金）25日間※土曜、日曜、祝日は休室
場所：当館展示室
主催：国文学研究資料館
鑑賞者:661名
②特別展示「近衞家陽明文庫王朝和歌文化一千年の伝承」
概要：本展では、財団法人陽明文庫に収蔵されている近衞家伝来の品の中から、王朝和歌文化に
関連する資料を多数出品した。特に特定研究「陽明文庫における歌合資料の総合的研究」
（平成21年度～平成23年度研究代表者：中村康夫教授）の成果として、平安時代に編纂
された歌合の記録や、近衞家の歴代当主の文芸活動を示す和歌懐紙、近世の近衞家と皇室
との関わりを示す震翰（歴代天皇の筆跡）なども併せて展示した。
さらに、近衞家伝来の名宝として有名な古筆の名品も多く展示することで、近衞家とい
う家の核として伝えられた王朝和歌文化の世界を観覧者に実感していただく展示とした。
日程：平成23年10月8日（土）～12月4日（日)51日間
※月曜は休室(10月10日を除く｡）
場所：当館展示室
主催：国文学研究資料館
後援：朝日新聞社
鑑賞者：2,845名
③人間文化研究機構連携展示「都市を描く－京都と江戸一第Ⅱ部「江戸名所と風俗画｣」
概要：中世～近世の都市社会を知る上で、具体的な都市を題材に描かれ記述された絵画や地誌は
きわめて重要な素材である。しかし、その利用はまだ十分な形では行われていない。国立
歴史民俗博物館と当館の教員を中心に、「都市風俗画研究会」として人間文化研究機構連
携研究などによる研究を行ってきたが、それを踏まえて、人間文化研究機構に所蔵されて
いる資源を中心に、連携展示の形で広く公開し、そこに何が描かれているのかをご覧いた
だく機会を作りたい。都市としては、資料が豊富な京都と江戸を取り上げ、主な資料とし
ては、洛中洛外図屏風や風俗画を中心とする絵画と、「名所図会」などの絵入りの版本を
扱う。
日程：平成24年3月28日（水）～5月6日（日）28日間
※5月5日（土・祝)、6日（日）は開催
※日曜、月曜は休室
※4月30日（月）・5月3日（木・祝)、4日（金・祝）は休室
場所：当館展示室
主催：人間文化研究機構、国立歴史民俗博物館、国文学研究資料館
関連行事
シンポジウム：「描かれた都市の風俗と名所一江戸を中心に一」
日時：4月14日（土)13:00～15:30
会場：当館大会議室
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m)広報出版室
【講演会】
①連続講演
日本文芸の普及を図り、古典について広く深く理解してもらうため、第一線で活躍している研究者
による連続講演（全5回）を、平成12年度から開催している。平成23年度は特別展示「近衞家陽
明文庫王朝和歌文化一千年の伝承」と関連して、「古典資料の創造と伝承」と題し、財団法人陽
明文庫・文庫長名和修氏による連続講演を行った。
名称：平成23年度連続講演
テーマ：古典資料の創造と伝承
講師：名和修（財団法人陽明文庫・文庫長）
日程：10月14日、10月28日、ll月ll日、ll月18日、12月2日
14時30分～16時00分
第1回10月14日（金）近衞家陽明文庫の名宝132名
第2回10月28日（金）御堂関白記(1)133名
第3回ll月ll日（金）御堂関白記(2)107名
第4回11月18日（金）歌合(1)108名
第5回12月2日（金）歌合(2)116名
場所：当館大会議室
参加者数：596名（延べ）
②サテライト講座
当館が品川区から立川市へ移転したことを踏まえ、移転前から来館していた閲覧者など、都心の利
用者に向けた講座をエッサム神田ホールで開催した。
本年は「近世芸能の世界」をテーマに武井協三副館長、山下則子教授が講演を行い、各講演終了後
に参加者から多数の質問が出るなど、大変盛況であった。
名称：平成23年度サテライト講座
テーマ：近世芸能の世界
講演：「鶴屋南北の歌舞伎一取材源としての書物一」山下則子（当館研究部教授）
「近松門左衛門の魅力一「曾根崎心中」二つの道行」武井協三（当館副館長）
日程:11月19日（土)13:00～16:00
場所：エッサム神田ホール
参加者数：54名
③特別展示「近衞家陽明文庫王朝和歌文化一千年の伝承」事前講演会
10月8日（土）～12月8日（木）から当館にて開催する特別展示「近衞家陽明文庫王朝和歌文化
一千年の伝承」に先駆け、現陽明文庫長である名和修氏を講師に迎え、公開講演会を開催した。
名称：特別展示「近衞家陽明文庫王朝和歌文化一千年の伝承」事前講演会
日程：9月19日（月・祝)14:00～15:30
場所：東京ウイメンズプラザ
参加者数:156名
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【アー カイブズ・カレッジ】
多様な史資料を取扱う専門的人材を養成するため、長期コース・短期コースをそれぞれ年1回開催
した。また、カリキュラム等の改善を図るため、講義を担当する教員を中心にカリキュラム研究会を
実施した。
長期コー スは、前期7月19日（火）から4週間、後期8月29日（月）から4週間の日程で国文学研
究資料館において開催し、41名（受講者のうち2名は特別聴講｡）が受講した。うち史料保存機関職
員や大学教職員などの社会人は13名、大学院生は28名であった。なお今年度、長期コー スの全6科
目を修了した30名に修了証書を授与した。短期コー スは、ll月7日（月）～12日（土）に小樽商科
大学、小樽市立小樽文学館の施設をお借りして開催され、23名が受講した。（受講者は史料保存機関
職員や大学教職員などの社会人のみであり、受講者のうち5名は特別聴講｡）
①長期コース
日程：7月19日（火）～8月12日（金）、8月29日（月）～9月22日（金）
場所：当館オリエンテーション室ほか
受講者:41名（受講者のうち2名は特別聴講｡）
②短期コース
日程:ll月8日（月）～18日（金）
場所：小樽商科大学、小樽市立小樽文学館ほか
受講者：23名（受講者のうち5名は特別聴講｡）
【日本古典籍講習会】
日本古典籍講習会は、日本古典籍の整理・目録化を促進し、広く活用されるよう環境の整備を図る
ため、書誌学の専門知識や整理方法の技術修得を目的として、各所蔵機関の図書館員等を対象に、平
成15年度から開始したもので、今年度で9回目である。第1回の平成15年度は、海外の図書館員等を
対象として5日間開催、16年度は国立国会図書館の協力を得て開催、17年度からは、国立国会図書館
との共催で開催している。第2回（16年度）以降は、国内の図書館員等を対象に3日間開催している。
今年度は、平成24年1月18日（水）から20日（金）の3日間に開催し、最初の2日間は当館で、最終
日は国立国会図書館を会場として行った。大学図書館等26名、公共図書館等3名、計29名が受講した。
日程:1月18日（水）～20日（金）
場所：当館大会議室、国立国会図書館
受講者：29名
【夏休み子ども見学デー 】
毎年8月に開催している「夏休み子ども見学デー 」を8月5日（金）に開催した。「夏休み子ども見
学デー 」は、法人化された平成16年度から実施しているもので、今回が8回目となる。今年は対象を
小学校4年生～6年生に絞り、立川市やその周辺地域の小学校にチラシを配布するなどして参加者の
募集を行った。
当日の参加者は小学生22名の他、立川第10小学校の校長先生及び保護者の方7名が参加した。
イベントは、最初に今西祐一郎館長の挨拶があった後、閲覧室等の見学が行われ、その後
青柳隆志氏（東京成徳大学人文学部教授）を講師として十二単衣の着装の実演を行い、引き続きカル
タ取り大会が行われた。カルタ取り大会では、今年も3名の講師（青柳隆志氏、兼築信行氏（早稲田
大学文学学術院教授)、内池三郎氏（日本国語教育学会理事)）をお招きし、狩衣姿で宮中歌会始めと
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同じ読み方で百人一首の和歌の披講が行われた。
日程：8月5日（金)14時00分～16時30分
場所：当館大会議室
内容:(1)館内見学
．（2）十二単衣の着装青柳隆志（東京成徳大学人文学部教授）
（3）百人一首カルタ取り大会青柳隆志（東京成徳大学人文学部教授）
兼築信行（早稲田大学文学学術院教授）
内池三郎（日本国語教育学会理事）
参加者：28名（内訳：子ども22名、保護者等7名）
【出版関係】
①平成23年度国文学研究資料館紀要の発行
当館教員の研究成果を社会に還元する一環として、年度毎に研究紀要を発行している。
平成23年度は、文学研究篇第38号、アー カイブズ研究篇第8号を刊行する予定。
②研究成果刊行促進制度
本制度は、当館の研究をより広く社会に還元するため、研究成果の出版を希望する当館の共同研究
に対して、内容等を審査の上で、出版に要する経費の一部を当館が負担し、出版物の刊行を促進する
ことを目的として実施している。
平成23年度は、1件の申請があり、学術企画連携部広報出版室において、外部委員を含めた審査会
を実施した結果、1件の申請を採択し、本制度を適用することとした。
③国文研ニューズの発行
当館の広報記事や研究内容を紹介する定期刊行物として年に4回発行する｡
平成23年度は、23号～26号の4冊を発行し、関係機関に配布するとともに、催し物の際に来館者
に配布した。
④概要の作成
平成23年度の当館概要を作成した。
【広報関係】
①当館Webページのリニューアル
当館のWebペー ジについて、平成23年4月13日に全面的にリニュー アルを行った。
②多摩モノレール「高松駅」での広報活動
昨年8月より、多摩モノレール｢高松駅｣改札内の広報用展示スペースを借用し、当館の広報スペー
スとして概要等の展示を実施している。なお、この広報については､来年度も継続していく予定である。
③立川地区の広報誌「え<てぴあん」への連載
立川地区で無料配布されている月刊広報誌「えくてぴあん」において、平成22年9月号より、当館
の教員に焦点を当て、当館の事業の内容を紹介する記事を連載しており、平成23年10月号までの全
14回を掲載した。
④カレンダーの作成
当館のカレンダーを新たに作成し、関係各所へ配布した。今後も毎年作成していく予定である。
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